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研究背景

•サードパーティーcookie
が規制され、未知の広告
配信手法(ユーザ識別手
法)が導入される可能性
がある

•従来手法の実環境の観測
のみでは、広告閲覧側か
らのみで広告配信側から
検証できない



研究目的

本研究は
• 未知な広告配信手法を検証できる環境

• ブラウザや拡張機能の cookie, トラッキング, 広告ブロック機能を検証
できる環境

を作成することを目的に

プレーンなアドサーバを開発し、広告配信側から手法を検証でき
る環境を作成した



実装したアドサーバ

概要

•広告の登録

•広告の配信

•媒体サイトにアクセス

•広告のクリック



広告の登録

•パブリッシャはバナー、
広告の属性、広告の目的
サイトのURLを登録



広告の配信

•媒体サイトが広告配信サーバ
に広告タグを要求する

•広告タグを媒体サイトに張る
ことで広告が表示できる

<img src="https://example1.jp/tracking.php"
></img>
2 <iframe src="https://example1.jp/AD_iframe.
php" scrolling = "no" height = 500 width =
500></iframe>



媒体サイトにアクセス

•サイト訪問者が媒体サイ
トにアクセスしたとき広
告が表示される

•広告が表示された回数を
計測する

•初回アクセス時Cookieを
埋入する



広告のクリック

•サイト訪問者が広告をク
リックすると、計測サー
バに遷移し、訪問者の
cookie、タイムスタンプ、
媒体サイトのURL(どこの
サイトからクリックされ
たか)、タイムスタンプを
データベースに保存



各ブラウザでの動作

• Firefox, edge, 
chrome, safariでは
広告が表示された

• Firefox, safari, 
braveではサード
パーティcookieを
埋入することがで
きなかった

ブラウザ 広告表示 cookie

Firefox 〇 ×

Chrome 〇 〇

Edge 〇 〇

Safari 〇 ×

Brave × ×



評価

• Braveブラウザやfirefoxの拡張機能「adblock Plus」では広告
がブロックされた

→広告として認識された

•既存のアドサーバ「Revive adserver」と比較
• Reviveの広告の種類が6種類だが実装したアドサーバは1種類

• Reviveは広告の料金の設定など細かい設定ができる



結論

•未知の手法を検証するための広告配信サーバを開発

今後の課題

•どの広告を配信するかなどのアルゴリズムを組み込む

•広告配信を非同期処理にする

• UIの改善
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